
■ 製品 構成

RevPi (レブパイ )とロボットコントローラ間の通信には
Ethernet/IPプロトコルが使用され、CODESYSでプログラムを
書き込み、各ロボットパラメータを設定し、コントローラ
からデータをリアルタイムに取得。

このデモは、プロトタイプとしてDXプロ

ジェクト。RevPi (レブパイ)はOPC UAを対応
しているため、IoTプロジェクトにおいて、
インターネット接続を介して機械やデバ
イス、その他のシステムにリアルタイム
でアクセスでき、データ分析が可能。こ
の技術を使用し、予知保全システムの実
用例を示すことを目指す。
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〒815-8529 福岡市
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092-521-0761

■東京支店
〒101-0032 東京都
千代田岩本町2-4-3
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www.yashimasangyo.co.jp

制御

RevPi (レブパイ) はパラメータを読み取るだけでなく、ロボッ
トを制御するためのコマンドも送信。
コントローラ上で事前に書き込まれたロボットプログラム
を選択し、スタートボタンを押してタスクを実行すること
で行われる。

監視

ロボットが動作を開始すると、ディスプレイには各モー
ターとドライバーの温度とトルク値が監視され、XYZ 座標
軸に基づいてロボットの位置が表示される。

② ロボット
OVR5035K1-V

（小型・軸垂直多関節）

① レブパイ
RevPi Connect S 32GB
（産業規格ラズベリーパイ）
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